
今回から会場が「いばらき診療所こづる」に変更になります。

カウンセリングセンター事務局から、カウンセリングセンターの趣旨にそぐわないため、会場

の提供をしない（有償でお借りしていたのですが）とのお話があり、今後しばらくは、当診療

所で開催することといたしました。今までは勉強会というより講演会に近いプログラムでした

が、これからはより皆様とともに考える勉強会にしていきたいと考えております。残念ながら、

会場が30名程度が限界であるため、人数を限らせていただくことになると思います。お許しい

ただければ幸いです。会場設営上の問題から、今回の定例会は11月20日と1度スキップさせて

いただきます。併せてご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

今回皆様と考えて参りたいテーマは、神経難病やリウマチ性疾患などで、治療法が確立して

おらず、しかも、10年前後の長期療養、寝たきり状態になる方をどのように支援していくか、

考えて参りたいと思います。末期癌は数ヶ月ですが、これらの疾患は、数年から10数年の経過

で進行性に状態が悪化していく疾患です。認知症も10年近くの経過で最終的には寝たきりに

なってしまうことが多いのですが、寝たきりになってからの時間が長いこれらの疾患について、

どのように生活を維持し、尊厳のある時間を遅れるか、例によって事例を交えながら、病気の

基礎知識もお話できればと考えております。

事前に今回のテーマに関したご希望などありましたら、お知らせください。

是非今回もご参加ください。

いのちをみとどける

申込方法：当日の準備の都合がございますので、お名前、連絡先、所属機関を
ご記入のうえ、FAXまたはメールにてお申し込みください。

申込先：いばらき診療所こづる
〒311-3107 東茨城郡茨城町小鶴 127-1

電話：029-291-0055   FAX：029-291-1456

E-mail：ibckozuru@ibc.or.jp

参加費用：無料

問合先：いばらき診療所こづる大森

FAXでのお申込の場合、この用紙をそのままお使いください。
お名前：

様

ご連絡先： 所属機関：

日時：２００９年１１月２０日（金）18:00～20:00

会場：いばらき診療所こづる 茨城町小鶴１２７－１

いばらき診療所こづる
定例会 第１４回 ― 生と死へのまなざし ―


